
sh inpe i  goto ＆ urban p lann ing
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エリア

～2018/1/12(金)

2Ｆ パープルゾーン

【江戸・東京】の本を集めたゾーン
ZONE
PICK UP!

普段はのぞけない
ラジオ番組の打ち合わせ
風景や本番中の動画
も特別公開！

｢モビリティと聞いて何をイメー
ジしますか？｣ 参加者への問
いかけから講演はスタート。
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表 4 表 1

※展示情報は変更する場合がございます。月 の 展 示 情 報
E x h i b i t  I n f o r m a t i o n  11

11
N o v e m b e r

2 0 1 7

月号

日比谷カレッジ 開館6周年記念講演会関連展示（～11/19）

共同企画特別展「松江城と江戸城」
関連展示（三角台、～11/19）

■お問合せ先：千代田区立日比谷図書文化館  
　　　　　  〒100-0012 千代田区日比谷公園1-4  TEL：施設代表 03-3502-3340　図書総合カウンター 03-3502-3343  URL：http://hibiyal . jp

calendar 開館時間：平日10時～22時　■土曜10時～19時 ■日祝10時～17時 ■休館日 

2017年 12月

千代田区立日比谷図書文化館  広報誌【サービス・ニュース】
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2017年 11月

パープル
ゾーン

2F

From Chiyoda Public Library【千代田区立図書館からのおしらせ】 

日比谷図書文化館
【図書フロアからのお知らせ】

NEW!

「「折り」の科学と美学 ―折り紙からORIGAMIへ―」
「維新と「文明」を考えなおす」

「デザイン考」（～12/15）
日常生活で目にする、ポスターや雑誌の広告、商品のパッケージ
などにはすべてグラフィックデザインが施されています。そんなグ
ラフィックデザインにまつわる資料を紹介します。

日比谷カレッジ「「折り」の科学と美学 ―折り紙から
ORIGAMIへ―」 関連展示 (ガラスケース、～11/19) 
講師の三谷純氏による美しい折り紙作品を展示しています。

「読書  再考・再興・最高」（～2018/2/16）
図書館に来られる方に最近本を読んでいるかと聞くのも野暮で
すが、デジタル機器の普及で紙の本を読む時間が減ったという方
もいるでしょう。岐路にある読書について考え直すために、図書館
の分類法を越えて様々な視点から本を並べてみました。

ホール
3F

〔 都営地下鉄 〕
● 三田線「内幸町駅」
　A7出口  徒歩3分 
〔 東京メトロ 〕
● 丸ノ内線
● 日比谷線 
　「霞ヶ関駅」B2出口徒歩3分
● 千代田線  
　「霞ヶ関駅」C4出口徒歩3分 

 ＪＲ 「新橋駅」 徒歩10分

※当施設に駐車場・駐輪場は
ございません。 公共交通機
関をご利用下さい。
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図書フロアでの
携帯電話通話可能エリアのご案内

ホール
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今年は、『南総里見八犬伝』で江戸後期文学
を代表する読本(よみほん)作者、滝沢馬琴の
生誕250年の年でもあります。東京は江戸
以来の伝統的な文化の継承だけでなく、新
しい文学の発信地としての役割も果たして
きました。今回は、東京出身の作家や、東京
を舞台とした作品に焦点を当て、時代と共に
変化する文学シーンの変遷をたどります。

東京を描く

住  所： 〒101- 0021千代田区外神田3-4-7（昌平童夢館内）

T E L： 03-3251-5641(代表）
開館時間： 日～土　9:00～20:00
休館日： 第2日曜日、年末・年始、特別整理期間

住  所： 〒101- 0048 千代田区神田司町2-16（神田さくら館内）

T E L： 03-3256-6061(代表)
開館時間： 日～土　9:00～20:00
休館日： 第3日曜日、年末・年始、特別整理期間

神田まちかど図書館
千代田小学校・同幼稚園・教育研究
所との複合施設の１階にあり、千代田
小学校図書室の本も利用できます。

● アクセス：ＪＲ・地下鉄神田駅北・西口、地下鉄淡路町駅
 Ａ２出口、小川町駅Ａ２各出口から徒歩５分

昌平まちかど図書館
昌平小学校・同幼稚園・児童館との複
合施設の１階にあり、昌平小学校図書
室の本も利用できます。

● アクセス：ＪＲ秋葉原駅 電気街口、
 地下鉄末広町 ３番出口から徒歩５分

両館とも、地域の方が利用しやすい
図書資料を揃えています。 区立小
学校・幼稚園・児童館との複合施設
の1階にあるため、小学校図書室を
兼ねた児童書コーナーがあります。 
神田まちかど図書館では、みんな
で一緒に絵本の読み聞かせや、わ
らべうたなどを楽しむ「おはなし
会」を開催しています。

昌平・神田
まちかど図書館

B1F、1Ｆ、4Ｆにも通話可能
エリアがございます。

※なるべく小さな声で、
周りの方の迷惑にならないよう
ご配慮ください。

2Fホール　
新着図書コーナーの
裏側の窓際では
通話が可能です。

2F

明
治
・
大
正
・

昭
和
の
小
説
や…

現
代
の
小
説
な
ど

都市をデザインする

■資料画像パネル 約5点
■図書 約20点
　『台湾衛生概要』（1913年）、
　『都市公論』第2巻～第8巻（1918年～1925年）、
　『ビーアド博士 東京復興に関する意見』（1924年）、
　『帝都復興事業に就て』（1925年）、
　『吾等の知れる後藤新平伯』（1929年）など

■会期：
■開室時間：平日10:00～20:00、
■土曜10:00～18:00、日曜・祝日10:00～16:00
■会場：4階特別研究室　■入場無料
■協力：公益財団法人後藤・安田記念東京都市研究所 
　市政専門図書館 / 川西崇行（早稲田大学講師）

古書で紐解く近現代史セミナー 第28回

後藤新平と自治・都市 
「大風呂敷」ではなく「一人で覗く遠眼鏡」
■講師：川西 崇行 （早稲田大学講師）

後藤新平を評して「大風呂敷」と揶揄するむき
がありますが、果たしてそうだったのでしょう
か。 後藤はその生涯を通じて、科学的知見・調
査を踏まえたリアリストであり、かつ理想家で
もありました。 その二側面をテーマに、後藤の
都市観・自治観念などについて考えます。

■日時：12月7日（木）
　19：00～20：30（18：30開場）
■会場：4階スタジオプラス（小ホール） 
■定員：60名
■参加費：1000円（千代田区民・学生500円）
※千代田区民の方は住所が確認できるもの、
学生の方は学生証をお持ちください。

■特別研究室企画展示■

内田嘉吉文庫所蔵資料に見る

後藤新平と都市計画
―科学的都市経営の展開―
 

『
都
市
公
論
』第
2
巻
第
7
号
表
紙

（
都
市
研
究
会
/
1
9
1
8
年
）

ビーアド博士と後藤子爵（ビーアド博士著『東京市政論』 / 東京市政調査会 / 1923年）

都市経営や都市計画に関する研究の必要性を感じていた内
田嘉吉は、都市の改良発達を促すことで公共の福利を増進し、
国家の発展の一助とするため、「都市研究会」を1917年10月
に立ち上げ、会長には後藤新平を推薦し、自らは副会長に就任
しました。後藤新平は、都市研究会において、講演や大規模
調査、機関誌『都市公論』への執筆など精力的に活動しま
した。本企画では、この『都市公論』をはじめとして、後藤
新平と都市計画に関する資料を展示し、後藤の「科学
的都市経営」の展開を紹介します。

展示構成
開催概要

入場無料

諸設備の完了を示せる九段坂模型（道路幅を拡げ、勾配を緩やかにすると共に、地下に「共同講」を設けた） 
『帝都復興記念帖』 /1930年/市政専門図書館蔵

10月17日（火）▶12月28日（木）



● 特別展 ●

ED
O
 M
ATSU

E

【拡大読書器(かくだいどくしょき)】 弱視者や高齢者など活字をそのままの大きさでは見えづらい方の読書を支援する機器のことで、資料の小さな文字や図版を拡大してモニター画面に映し出す。拡大倍率の変更や白黒反転などを行うこともでき、カラー画面のものなど高機能化が進んでいる。
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▶「日比谷カレッジ」とは、日比谷図書文化館が主催・共催で行うセミナーやイベントです。「江戸・東京」「本」「スキルアップ」「芸術」「センスアップ」の
　５つのカテゴリーに基づき、さまざまな「学び」と「交流」の場を提供します。

11・12月の講座 
e v e n t  s c h e d u l e 〈 参加申込 〉電話（03-3502-3340）またはEメール（college@hibiyal.jp）にて、講

座名、お名前（よみがな）、お電話番号をご連絡ください。当館１階の受付でもご予
約を承ります。 各講座ともに定員になり次第、締め切らせて頂きます。 キャンセルの
場合はご連絡ください。参加費は当日支払いです。千代田区民料金のある講座は、
当日、図書貸出券や健康保険証など住所が確認できるものをお持ちください。

日比谷図書文化館は2017年11月4日で開館6周年を迎えます。図書館機能を
中心として、学びの場を提供する「日比谷カレッジ」、幅広いアート作品の展覧
会を行う「特別展」、千代田区の文化財を紹介する「常設展」、館内の本と共に
楽しめる「カフェやレストラン」など様々な魅力を詰め込んだ従来の図書館に
とらわれない先駆的な取り組みをしてきました。利用するスタイルにあわせ
て発見と刺激にあふれ、「知識への入口」の扉が開かれる場所です。是非、自
分に合ったスタイルで日比谷図書文化館をフル活用してください！

12月14日（木）より文化庁との共催で、初めての現代美術展「DOMANI・明日
展PLUS」を開催します。本展は文化庁が1967年に開始し、すでに半世紀の歴
史を持つ「新進芸術家海外研修制度（旧・芸術家在外研修）」の経験者6名とゲ
スト作家1名による「本・読書・図書館」へのアプローチを紹介するグループ展
です。多彩な表現を通して新たな本との出会いの場をお楽しみください。

■ 会場：1階 特別展示室
■ 期間：2017年12月14日（木）～2018年2月18日（日）

ポ モ ーヌ広 報 室 より  ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

11

(水)
8 「スポーツ実況の世界」 放送席の取捨選択と気配り

講師：山本 浩（法政大学スポーツ健康学部教授）
日本最初のスポーツ実況が、甲子園球場で始められ
てからちょうど90年。ラジオからテレビへ、そしてタブ
レットへとスポーツ放送を取り巻く環境は変わりま
した。それでも情報を大量に集めて、必要なものだけ
を取り出していくアナウンサーの仕事は変わりませ
ん。先端機器の中で奮闘する職人気質を紹介します。
■ 日時：11月8日（水）19：00～20：30 （18：30開場）
■ 会場：地下１階 日比谷コンベンションホール（大ホール） 
■ 定員：200名　■ 参加費：1000円

11

(金)
24 見える世界と見えない世界をつなぐ映画の音声ガイドが教えてくれること

講  師：平塚 千穂子（バリアフリー映画鑑賞推進団体シティ・ライツ代表、
       シネマ・チュプキ・タバタ代表）
ゲスト：植村 要（株式会社図書館総合研究所 特別顧問）
目の不自由な方々が映画鑑賞を楽しむための手助け
となる「音声ガイド」は、台詞の合間や場面転換の短
い時間制限の中で、何をどのような言葉で表現する
のかが問われ、非常に奥深い世界です。今回の講座
では、日本初のユニバーサルシアターを設立し、河瀨
直美監督の映画「光」にも携わった講師に音声ガイド
づくりの裏側を、実例を交えてお話しいただきます。
■ 日時：11月24日（金）19：00～21：00（18：30開場）
■ 会場：地下１階 日比谷コンベンションホール（大ホール） 
■ 定員：200名　■ 参加費：1000円

11

(土)
25

近代日本ものづくり研究会　日比谷カレッジ版
縮小していく社会をどう生きるか
イージーオイル時代の終わりを迎えて
講師：山本 達也（清泉女子大学文学部地球市民学科准教授）
エネルギー資源の産出がピークを迎え、現代文明が
成り立たなくなる時、私たちの社会はどのように変
わっていくのか?そして、時代の転換を生き抜くには
何が必要か？米国と中東の異なる文明に直に触れて
きた講師が、縮小社会の到来と、次の時代をどう生き
るかについて語ります。
■ 日時：11月25日（土）14：00～16：00（13：30開場）
■ 会場：４階 スタジオプラス（小ホール） 
■ 定員：60名　■ 参加費：1000円（千代田区民・学生
500円）※学生の方は、当日、受付で学生証をご提示ください。

12

(日)
10

世界の音楽 2017-2018

二胡の響き Ⅱ
講師：劉 継紅（東京音楽大学大学院音楽研究科客員教授）
中国を代表する民族楽器、二胡。人間の声に似て
いるとも言われる哀愁を帯びた音色は日本人の心
を捉えてはなしません。今回は、本格的な二胡の名
曲（月夜・一枝花、他）をお届けします。また、二胡
の仲間である京胡、椰胡、高胡、中胡などを紹介
し、その共通点と相違点について解説します。２
本の弦から紡ぎ出される無限の世界をお楽しみ
ください。
協力：東京音楽大学民族音楽研究所
■ 日時：12月10日（日）14：00～15：30（13：30開場）
■ 会場：地下１階 日比谷コンベンションホール
　（大ホール） 
■ 定員：200名　■ 参加費：1000円

12

(火)
12 世論調査の仕組みと課題講師：渡邊 久哲（上智大学文学部新聞学科教授）

新聞各紙やテレビ各局が毎月、さまざまなテーマに
ついて国民の声を聞く世論調査。この世論調査はい
つ頃から行われているのでしょう。そしてその目的、
測定方法、課題や問題点、私たちはどう受け止めるべ
きかなど、世論調査にまつわる様々な疑問にお答え
いたします。
■ 日時：12月12日（火）19：00～20：30（18：30開場）
■ 会場：4階 スタジオプラス（小ホール） 
■ 定員：60名　■ 参加費：1000円

11

(月)
27 がんと医薬とノーベル賞講師：佐藤 健太郎（サイエンスライター）

抗がん剤の進歩により、「不治の病」というがんのイ
メージは変わりつつありますが、その反面、 超高額
医療費といった問題も出てきました。一方、2015年の
ノーベル賞は、寄生虫駆除薬の開発者、大村智博士
に与えられました。なぜ抗がん剤の開発者ではなく、
大村博士が受賞したのか。現代の医薬の諸問題を、
元医薬研究者の立場から読み解きます。
■ 日時：11月27日（月）19：00～20：30（18：30開場）
■ 会場：地下１階 日比谷コンベンションホール
　（大ホール）   ■ 定員：200名　■ 参加費：1000円

11

(金)
10 二人の雑誌創刊男が語る、創刊の醍醐味と出版界の今

講師：渡邊 直樹（大正大学客員教授、月刊「地域人」編集長）
 くらた まなぶ（大正大学客員教授、(株)あそぶとまなぶ代表）
7つの会社で8つの雑誌の編集長を務め
た渡邊直樹氏と、リクルートで14の雑誌を
創刊し、編集長を務めたくらたまなぶ氏。
二人の“創刊男”が語る、創刊の醍醐味とそ
れぞれのスタイル。雑誌苦難の時代に

「伝説の編集長」二人の考えに迫ります。
■ 日時：11月10日（金）19：00～20：30（18：30開場）
■ 会場：地下１階 日比谷コンベンションホール（大ホール） 
■ 定員：200名　■ 参加費：1000円（千代田区民・学生500円）  ※学生の方は、
当日、受付で学生証をご提示ください。

11

(土)
11

HIBIYAイノベーション・キャンパス2017【ワークショップ初級編】
イノベーティブに問題を捉えるアプローチ
講師： 鳥谷 真佐子（慶應義塾大学大学院SDM研究科 特任講師、博士（医学））
 広瀬 毅（慶應義塾大学大学院SDM研究科 特任助教）
問題をシステムとして捉え可視化・構造化する「システム思考」。多様性を活
かし、人間中心で物事を設計する「デザイン思考」。この2つの思考を組み合
わせ、アイデアを思い付くではなく、考え付くためのイノベーティブ思考の
基礎的なワークとしてイノベーティブな問題の捉え方を中心に学びます。
※2017年10月17日（火）開催と同じ内容です。

（協力：慶應義塾大学大学院システムデザイン・マネジメント研究科附属
SDM研究所イノベーティブデザインセンター）
■ 日時：11月11日（土）16：00～18：00（15：30開場）　■ 会場：4階 スタジオプラス

（小ホール）  ■ 定員：40名　■ 参加費：2000円

12

(土)
2

HIBIYAイノベーション・キャンパス2017【ワークショップ実践編】
問題を捉え直しシステム×デザイン思考で
アイデアを考える
講師： 鳥谷 真佐子（慶應義塾大学大学院SDM研究科 特任講師、博士（医学））
 広瀬 毅（慶應義塾大学大学院SDM研究科 特任助教）
イノベーティブなソリューションを生み出すた
めの効果的なアプローチは、問題をイノベー
ティブな視点で捉え直すことです。今回はいく
つかの手法を使って問題のイノベーティブな捉
え方を体感し、さらにアイデア創出の進め方
を実践的に学ぶワークショップ【実践編】です。
※初級編に参加されていることを前提とした
ワークショップとなります。

（協力：慶應義塾大学大学院システムデザイン・
マネジメント研究科附属SDM研究所イノベーティブデザインセンター）
■ 日時：12月2日（土）13：00～17：00（12：30開場）　
■ 会場：4階 スタジオプラス（小ホール）  
■ 定員：40名　■ 参加費：3000円

11

(水)
1「折り」の科学と美学 -折り紙からORIGAMIへ-

講師：三谷 純（筑波大学大学院システム情報系情報工学域 教授）
近年、工学的に有用とされ、宇宙開
発、建築、医療、ファッションなど幅広
い分野で注目されている「折り紙」。
本講演では、近年に至るまでの歴史
を俯瞰し、文化や数学、アートなど異
なる視点から折り紙を捉え、研究の
紹介を交えて、さらなる折り紙の可能
性についてお話しいただきます。
■ 日時：11月１日（水）19：00～20：45（18：30開場）
■ 会場：地下１階  日比谷コンベンションホール（大ホール） 
■ 定員：200名　■ 参加費：1000円 （千代田区民 500円）

11

(木)
9 維新と「文明」を考えなおす

講師：苅部 直（東京大学法学部教授）
明治維新とは、文明開化とは何だったのか。「尊王
攘夷」、「和魂洋才」という通俗的な歴史像を離れ、
その時代の言説を読み直せば、1868年の政治変
動だけには尽きない、大きな思想史の流れが見えて
くる。その奥には、徳川時代には始まっていた考え
方の変化があった。その実相と意義について、世界
大の視野と、現代の関心に即した新たな歴史像を
提示したい。
■ 日時：11月9日（木）19：00～20：30（18：30開場）
■ 会場：地下１階 日比谷コンベンションホール（大ホール） 
■ 定員：200名　■ 参加費：1000円（千代田区民 500円）

撮影：新潮社

日 比 谷 図 書 文 化 館  開 館 6 周 年 記 念 講 演 会

渡邊 直樹 くらた まなぶ

DOMANI・明日展PLUS╳日比谷図書文化館
Artists meet Books 本という樹、図書館という森

 鳥谷 真佐子広瀬 毅 

12

(水)
6

星とめぐる時間旅行
星のみらい ～星と科学技術　
講師： 皆川 敏春（星のソムリエ®みたか）、福原 菜穂子（星のソムリエ®みたか）

「宇宙」という言葉には空間
と時間の広がりという意味
があります。古くから培って
きた天文学は、様々な形で
私たちの過去を見せ、未来
を予測しています。日々進展
している宇宙開発の世界か
ら見えてくる宇宙の未来の
姿や今後の展望から、星空
はどんな姿を私たちに語っ
てくれるのでしょうか？星の
ソムリエと共に未来を覗い
てみましょう。
■ 日時：12月6日（水）19：00～21：00（18：30開場）
■ 会場：4階 スタジオプラス（小ホール）  
■ 定員：60名　■ 参加費：1000円

皆川敏春氏 撮影

12

(木)
14

永江朗・いとうせいこうが語る
本から読み解く近代史～日本の時代をつくった本たち～
講師： 永江 朗（フリーライター）
 いとうせいこう（作家・クリエーター）
本や雑誌は、その時代に生き
る人々の様子を鮮明に映し出
す鏡でもあります。明治のベ
ストセラー『学問のすゝめ』が
出版されてから145年経った
今、これまでに出版された本
を振り返りながら、日本の近
代史と当時の人々の思想や文
化、その本が読まれた背景に
ついてご紹介します。
■ 日時：12月14日（木）19：00～20：30（18：30開場）
■ 会場：地下１階 日比谷コンベンションホール（大ホール） 
■ 定員：200名　■ 参加費：1000円（千代田区民500円）

永江朗 いとうせいこう

 予  告

共同企画特別展《新発見「江戸始図」関連 展示》

松江城と江戸城　
～国宝になった城と天下人の城～

共同企画特別展「松江城と江戸城」の会期が残りわずかになりました。この展示
では、新たに発見された「江戸始図」など、江戸城と国宝に指定された松江城の資
料を通して、徳川家康が目指した国づくりに迫ります。貴重な資料をご覧になれ
る、またとない機会です。お見逃しなく、ぜひ会場に足をお運び下さい。

■ 会期：開催中～11月19日（日）　■ 会場：1階特別展示室
■ 時間：平日/10:00～20:00/土曜10:00～19:00/日曜・祝日10:00～1700
■ 入場無料   ■ 問合せ：文化財事務室　TEL：03-3502-3348

最古級の江戸城図「江戸始図」 
■ 11月3日（金・祝）～11月19日（日）

特別公開

「
江
戸
始
図
」（
松
江
歴
史
館
所
蔵
）

開催中
～11月19日
（日）まで


